








学校規模適正化のための統廃合や学区調整に関する調査

団体数
回答数：県内6 1市町村

学校規模適正化のため、 統廃合を

した学校がある
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小規模となった学校を存続するため

に学区調整をした学校はある ー
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統廃合をしてみて感じたメリット・デメリットについて
（児童・教員に関すること）

一
・学校の数が減少することで複式学級が解消された。 (4件）

・多様な人間関係が築け、 切磋琢磨する機会が増えた。 (2件）

• 多くの児童との交流ができ、 集団の活動で活気あふれる活動ができる。
(3件）

一

・児童の仲間意識の壁を解消するのに時間がかかった。 (1件）

・通学区域拡大による児童• 生徒の通学時間の増加。 (5件）





北本市立栄小学校規模等適正化検討協議会の流れ

第1回
0北本市立学校の適正規模等に関する基本方針について

0栄小学校の現状や規模等に関する適正化について

第2回
0学区再編・学校統合の検討・協議について

学区再編（栄小学校の通学区域を見直し、適正な児童数・学級数を確保する場合）と、

学校統合（同じ中学校区の小学校や隣接する小学校へ統合する場合）を検討・協議

⇒「学校統合」の方法で適正化を進めることについて合意

第3回
0学校統合により生じる課題への対応について

〇統合対象校（「石戸小学校」と「南小学校」）の検討・協議について
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